

























































26 年 10 月には京都府南部の国公私立幼稚園・保育所









































































































ない 重要 非常に重要 回答なし
身体・音楽・造形・言語等の表現活
動に関する豊かな感性 1.4 0 4.3 34.8 58.0 1.4
身体・音楽・造形・言語等の表現活




1.4 1.4 5.8 43.5 46.4 1.4
身体・音楽・造形・言語等の表現活
動の指導法の習得 1.4 1.4 11.6 50.7 34.8 0
保育のねらいに即し、子どもの遊び








ない 重要 非常に重要 回答なし
身体・音楽・造形・言語等の表現活
動に関する豊かな感性 0 0 1.8 20.0 78.2 0
身体・音楽・造形・言語等の表現活




0 0 0 49.1 50.9 0
身体・音楽・造形・言語等の表現活
動の指導法の習得 0 0 0 47.3 52.7 0
保育のねらいに即し、子どもの遊び




0 0 0 29.1 70.9 0
表 3．短期大学 2年生が考える表現活動を指導する保育者の資質として必要な事柄（n=60） ％
重要でない あまり重要でない
どちらでも
ない 重要 非常に重要 回答なし
身体・音楽・造形・言語等の表現活
動に関する豊かな感性 0 0 1.7 18.3 80.0 0
身体・音楽・造形・言語等の表現活




0 0 1.7 26.7 71.7 0
身体・音楽・造形・言語等の表現活
動の指導法の習得 0 0 3.3 41.7 55.0 0
保育のねらいに即し、子どもの遊び




0 0 0 26.7 73.3 0
78
表 4．大学 2年生が考える表現活動を指導する保育者の資質として必要な事柄（n=58） ％
重要でない あまり重要でない
どちらでも
ない 重要 非常に重要 回答なし
身体・音楽・造形・言語等の表現活
動に関する豊かな感性 0 0 3.4 29.3 63.8 3.4
身体・音楽・造形・言語等の表現活




0 0 3.4 44.8 48.3 3.4
身体・音楽・造形・言語等の表現活
動の指導法の習得 0 0 8.6 46.6 41.4 3.4
保育のねらいに即し、子どもの遊び




0 0 3.4 20.7 72.4 3.4
表 5．身体・音楽・造形・言語等の表現活動に関する豊かな感性：調査対象別の比較 ％
重要でない あまり重要でない どちらでもない 重要 非常に重要 回答なし
保育者 1.4 0 4.3 34.8 58.0 1.4
養成校教員 0 0 1.8 20.0 78.2 0
短大 2年 0 0 1.7 18.3 80.0 0
大学 2年 0 0 3.4 29.3 63.8 3.4
表 6．身体・音楽・造形・言語等の表現活動に関する技能：調査対象別の比較 ％
重要でない あまり重要でない どちらでもない 重要 非常に重要 回答なし
保育者 1.4 1.4 10.1 63.8 23.2 0
養成校教員 0 0 0 69.1 30.9 0
短大 2年 0 1.7 6.7 45.0 45.0 1.7
大学 2年 0 1.7 1.7 53.4 39.7 3.4
表 7． 身体・音楽・造形・言語等の表現活動にかかわる教材などを子どもの発達に合わせて作成・活用する能力：
調査対象別の比較 ％
重要でない あまり重要でない どちらでもない 重要 非常に重要 回答なし
保育者 1.4 1.4 5.8 43.5 46.4 1.4
養成校教員 0 0 0 49.1 50.9 0
短大 2年 0 0 1.7 26.7 71.7 0
大学 2年 0 0 3.4 44.8 48.3 3.4
表 8．身体・音楽・造形・言語等の表現活動の指導法の習得：調査対象別の比較 ％
重要でない あまり重要でない どちらでもない 重要 非常に重要 回答なし
保育者 1.4 1.4 11.6 50.7 34.8 0
養成校教員 0 0 0 47.3 52.7 0
短大 2年 0 0 3.3 41.7 55.0 0

























































重要でない あまり重要でない どちらでもない 重要 非常に重要 回答なし
保育者 1.4 1.4 2.9 44.9 49.3 0
養成校教員 0 0 0 45.5 54.5 0
短大 2年 0 0 0 35.0 65.0 0
大学 2年 0 0 1.7 29.3 65.6 3.4
表 10． 表現活動の観点から子どもの発達をとらえ、具体的な表現活動に結びつけることのできる能力：調査対象別
の比較 ％
重要でない あまり重要でない どちらでもない 重要 非常に重要 回答なし
保育者 1.4 1.4 2.9 39.1 55.1 0
養成校教員 0 0 0 29.1 70.9 0
短大 2年 0 0 0 26.7 73.3 0




























































田中慈子・下口美帆。平成 29 年 3 月には本研究の
研究成果報告書を発行。
２）一般社団法人　全国保育士養成協議会専門委員会で
は平成 24 年度に「保育者の専門性についての調査 
―養成課程から現場へとつながる保育者の専門性の
育ちのプロセスと専門性向上のための取り組み―」
に関する調査を実施、平成 25 年 9 月に発行した報
告書による。





大学短期大学部研究紀要第 53 号 119-134 頁に掲載。














回研究大会、平成 27 年 9 月、於：ホテルレイトン
札幌）及び「クロスカリキュラムを用いた保育内容
『表現』の授業開発」（日本保育学会第 69 回大会、於：
東京学芸大学）においてポスター発表を行った。
６）京都光華女子大学こども教育学部こども教育学科 2
年生を対象として、平成 28 年後期に「保育内容Ⅴ（総
合表現Ⅰ）」及び「保育内容Ⅴ（総合表現Ⅱ）」を開
講した。総合表現Ⅰは下口美帆・智原江美の 2教員
が担当し、造形表現と身体表現を連携させた活動を
テーマとして取り上げた。総合表現Ⅱは田中慈子・
鍋島惠美の 2教員が音楽表現と言葉の表現を連携さ
せた活動をテーマとして取り上げた。これらの科目
での取り組みについては、「保育者養成における領
域『表現』へのクロスカリキュラム導入に関する検
討」（日本保育学会第 70 回大会、於：川崎医療大学）
においてポスター発表を行った。
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